
ＳＬモルタル溝用
ユニオン

排水溝専用モルタル

この製品は石綿を使用しておりません。

UNION

特　　長 １．水との調合だけで使用でき、練り混ぜ後の材料はスラリー状になりますので、
　　流し込んでコテで均すだけで勾配ができます。
２．仕上げのコテ押さえが不要ですので工期短縮が図れます。
３．１ｍスパンで３～30㎜の勾配をとることができます。

ユニオンＳＬモルタル溝用は、ベランダや開放廊下などの排水溝に使用でき
る水勾配施工用のプレミックスモルタルです。
塗膜防水材等による仕上げは別途行って下さい

製品仕様

25㎏
紙袋

荷　姿

ＰＣ板
コンクリート
モルタル

適用下地

約6.3㍑

標準練水量 最　　大
施工厚さ

施工長さ
幅10㎝ 幅15㎝

約15㍑

練上がり量

３～30㎜ 30㎜ 約10ｍ 約6.5ｍ

塗　　厚

（粉末樹脂入）

試験成績表

凝結時間
（時間-分）

下地接着強度（Ｎ／mm）

表面接着強度（Ｎ／mm）

長さ変化（％）

フロー値（㎝）

始　　発

終　　結

材齢７日

材齢28日

衝撃

試　験　項　目

１９.６

４-２０

７-５５

１６.６

２７.３

１.４

０.９

　０.０７３

割れおよびはがれなし

試 験 結 果

19以上

45分以上

20時間以内

－

20以上

0.7以上

0.5以上

0.12以下

割れおよびはがれのないこと

試 験 方 法

＜ご注意＞
　・上記の試験結果は、試験方法によって定められた条件によって得られたデータであり、実際の現場での性能を保証しているものでは
　　ありません。

２

圧縮強さ
（Ｎ／mm）２

２

(*)

（＊）施工長さについて：平均塗り厚が15㎜の場合

二瀬窯業㈱ 試験室

試験方法は JASS 15 M-103 に準拠1 1 0 2 0 1 2
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施工手順

注意事項

ＰＬ法に関しては袋の裏面をよくお読み下さい。

養 　 　 生 施工終了より１２時間以上（冬期２４時間以上）は振動・衝撃を受けないようにし、強風や直射日光によ
る急激な乾燥、降雨・降雪の恐れがある場合は、シート掛け等の養生を行なって下さい。
※高温や強風などで乾燥か著しいと思われる場合は、翌日以降に散水養生を行なって下さい。
※施工翌日は、まだ表面かキズつきやすいので十分に注意して下さい。

流 し 込 み 流し込み量を加減しながら墨に合わせて流し込み、定木でタッピングし、金コテで均して仕上げて下さい。
※表面を平坦に仕上げるため、流し込んだ後は素早く仕上げて下さい。

漏出防止措置 漏出防止のため、ドレン部や隙間のある箇所はバックアップ材やモルタルでせき止めて下さい。
※僅かな隙間でも漏出する恐れかありますのでご注意下さい。

墨 出 し 施工部位の側面に、仕上げ位置の墨打ちを行なって下さい。
※勾配は１ｍあたり30㎜以下として下さい。

清 掃（ 補 修 ） 下地のレイタンスや脆弱部､油脂分や汚れなどをワイヤブラシやサンダー掛けによって除去し､屑や粉
塵を掃除機等を用いて除去して下さい
※凹凸の著しい箇所は、あらかじめモルタルてつけ送りして下さい。

プライマー塗布 下地が乾燥している状態で｢ＳＬフロアー専用プライマｰ｣の４倍希釈液を２回塗りして下さい。

　ＳＬフロアー専用プライマー ４倍希釈液 ＝原液１：水道水３
　
１回目が透明になってから､２回目を塗りつけて下さい。（乾燥の目安：夏期１～２時間、冬期３～４時間程度）
※プライマー乾燥後は粉塵等か付着しやすくなりますのて、できるだけ早くＳＬモルタル溝用の流し込
みを行なって下さい。

材 料 の 混 練 水道水約６.３㍑を容器に入れ、ＳＬモルタル溝用２５㎏を投入しながら高速型のハンドミキサーて練混ぜ
て下さい。全量投入してから３分以上練混ぜて下さい。練混ぜ終了後､２～３分で粘りが出てきますので､
１分程度再攪拌して下さい。
※ハンドミキサーは低粘度用で回転速度1000min-1以上の高速型を用いて下さい。
※水量が多すぎるとレイタンスや強度不足、ひび割れの原因になりますので注意して下さい。
※材料を練混ぜたら、１５分以内（冬期３０分以内）に使い切って下さい。
※水を加えての練り返しや練足しは行なわないで下さい。

ＳＬフロアー専用プライマー
（荷姿：１８㎏缶）

関連資材

施工要領・ＳＤＳ等は別途ご請求下さいISO 14001取得企業
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